
「自殺対策の総合的かつ効果的な実施に
資するための調査研究及びその成果の
活用等の推進に関する法律案」について

～自殺対策「推進体制」強化へ～

平成31年３月27日

日本維新の会「厚生労働部会ヒアリング」資料
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我が国における自殺の状況と自殺対策の経緯

２００６（平成１８）年 ６月
１０月

自殺対策基本法成立（議員立法、10月施行）
自殺予防総合対策センターの設置

２００７（平成１９）年
２００９（平成２１）年度
２０１２（平成２４）年
２０１５（平成２７）年
２０１６（平成２８）年

２０１７（平成２９）年

６月

８月
６月
３月
４月

７月

「自殺総合対策大綱」（閣議決定）
「地域自殺対策緊急強化基金」（内閣府100億円）の設置
自殺総合対策大綱改定（閣議決定）
自殺総合対策の更なる推進を求める決議（参議院厚生労働委員会）
自殺対策基本法一部改正法成立（議員立法、4月1日施行）
自殺対策が内閣府から厚生労働省に移管
自殺総合対策推進センターとして機能強化
「自殺総合対策大綱」（閣議決定）

自殺者数は９年連続で減少しているものの、依然として深刻な状況にある。
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９年連続の減少

14年連続して3万人超

資料：警察庁「自殺統計」より厚生労働省自殺対策推進室作成

注）平成30年は速報値
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先進７カ国の15～34歳における死亡率
（日本では15～19歳、20代、30代における死亡原因の第一位が自殺）

平成30年版自殺対策白書

303739
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自殺対策の総合的かつ効果的な実施に資するための調査研究及び 

その成果の活用等の推進に関する法律案【概要】 
 

 

 

 

 

 

 

自殺対策基本法第 15 条 

国･地方公共団体は、自殺対策の総合的かつ効果的な実施に資するため、調査研究及びその成果の
活用等を行うこと、そのための体制の整備を行うことを規定 

※現在、国立研究開発法人国立精神･神経医療研究センター（ＮＣＮＰ）に置かれている自殺総合対策推進セ
ンター（ＪＳＳＣ）が中心となって調査研究及びその成果の活用等を実施 

 

自殺対策の一層の充実を図るためには、 
・保健・医療のみならず福祉・教育・労働など、広く関連施策と連動させた総合的・効果的な自
殺対策の実施に必要な調査研究・検証及びその成果の活用 

・都道府県・市町村自殺対策計画の策定の義務化等も踏まえ、地域レベルの実践的な自殺対策の
取組への支援 

などを総合的かつ適確に推進する仕組み等が必要 

 

趣 旨 

概 要 

①生きることの支援を必要とする者が、居住地域にかかわらず等しく支援を受けられるように

なることを目指し、総合的･確実に推進 

②地域の実情を反映した実践的･効果的な自殺対策につながるものとなるようにする 

③自殺対策と関連施策（保健、医療、福祉、教育、労働等）との有機的な連携についての配慮 

④関係者（国、地方公共団体、指定調査研究等法人、民間団体等）相互の密接な連携 

⑤総合的･定期的な検証の実施、その結果を自殺対策の策定･実施に当たり適切に活用 

⑥個人情報の保護についての適正な配慮  

⑦調査研究の水準の向上、国際連携の確保・国際協力の推進 

 

講ずる。 

・厚生労働大臣が全国を通じて１個に限り指定 

・主な業務：①調査研究及び検証、その成果の提供、その成果の活用の促進、②調査研究及び

検証に対する助成、③先進的な取組等の情報の収集、整理及び提供、④地方公共

団体に対する助言その他の援助、⑤研修 

・指定調査研究等法人は、業務を行うに当たっては、地方公共団体との連携に努める 

・国･地方公共団体は、指定調査研究等法人に対し、情報提供その他の必要な配慮をする 

・国は、予算の範囲内で、指定調査研究等法人に対し、交付金を交付することができる 

・指定調査研究等法人の役職員等の守秘義務、指定調査研究等法人に対する監督等を規定 

調査研究及びその成果の活用等の基本方針(第２条) 

調査研究及びその成果の活用等を行うための体制の整備（第３条） 

指定調査研究等法人（第４条～第 16条） 

施行期日：公布の日から起算して３月を経過した日 

 
指定調査研究等法人の指定のほか、 
・指定調査研究等法人の業務が円滑･効果的に行われ

るための環境整備 
・関係者との連携協力体制の整備 
・地方公共団体に対する支援         等 

 
地域の実情に応じ、 
・地域における拠点の整備 
・関係者との連携協力体制の整備 

等 

調査研究及びその成果の活用等の推進に関し、基本方針を明確化するとともに、調査研究及びその
成果の活用等を行う「指定調査研究等法人」の指定その他の体制の整備を行うため、新法を制定 

国 地方公共団体 

303739
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なぜ「新法」か。また、なぜ「いま」か。

▼新法が必要な理由

①市町村に対して実践的な支援を行うためには、研究者だけでなく、
具体的な支援を担える多様な人材（民間団体や自治体等関係者）の参画
が必須

②自殺統計等を扱うために法的（公的）な位置づけが必須

③市町村への実践的な支援を通じて「現場ニーズ」を把握 ⇒
そのニーズに即した研究を推進 ⇒ 研究成果を踏まえた政策
提言 ⇒ 政策が現場の活動を後押し ⇒ 支援を通じたニーズ
の把握 ・・・ PDCAサイクルの中核を担う組織へ

▼いま必要な理由

①改正基本法を踏まえ、市町村が来年度中には計画策定を終える
再来（2020）年度には、地域レベルの自殺対策が本格始動する
②2020年4月に新組織をスタートさせるには、概算要求に間に
合わせる必要があり、優秀な人材の確保にも時間が必要

303739
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目
対
で
地
域
支
烹

0

労
働
福
祉
問
誓
助
、
、
日

国
内
の
自
殺
者
数
が
高
止
ま
り
す
る
屯
与
野
党
の
国
会

議
員
が
、
自
殺
対
策
を
強
化
す
る
た
め
の
新
法
案
を
ま
と
め

た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
自
治
体
の
自
殺
対
策
を
検
証
・
支
援

す
る
新
組
織
を
設
置
し
、
労
働
や
福
祉
問
題
な
ど
幅
広
い
分

野
か
ら
人
材
を
集
め
て
、
高
齢
化
な
ど
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
対
策
に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
だ
。
議
員
立
法
に
よ
る
今
国

会
で
の
成
立
を
目
指
し
て
お
り
、
新
法
が
成
立
す
れ
ぱ
、
国

は
2
0
2
0
年
に
も
新
組
織
を
稼
働
さ
せ
る
。

超
党
派
議
連
が
新
法
案

人
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年
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万
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1
0

1
0

新
法
案
を
ま
と
め
た
の
は
、

超
党
派
の
議
員
連
盟
「
自
殺
対

策
を
推
進
す
る
議
員
の
会
」
(
会

長
・
尾
辻
秀
久
・
元
厚
生
労
働

目
)
0

国
内
の
自
殺
者
数
は
、
揺
年

は
2
万
5
9
8
人
(
速
報
値
)

に
上
る
。
ピ
ー
ク
だ
っ
た
船
年

の
3
万
4
4
2
7
人
か
ら
は
減

少
し
た
も
の
の
、
対
前
年
比
の

減
少
幅
は
、
而
年
の
8
%
か
ら
、

Π
年
以
降
は
3
%
前
後
に
鈍

未
成
年
の
自
殺
者
が
増
加

化
。

し
、
い
じ
め
自
殺
も
問
題
化
す

る
な
ど
課
題
は
多
い
。

方
で
、
自
殺
問
題
は
、
職
場

環
境
や
借
金
問
題
な
ど
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
お
り
、
高
齢
化

や
貧
困
な
ど
地
域
こ
と
の
特
性

も
あ
る
。
各
自
治
体
が
す
で
に

行
っ
て
い
る
自
殺
対
策
を
多
角

的
に
検
証
し
、
国
と
し
て
実
効

性
の
あ
る
助
言
を
行
う
に
は
、

労
働
問
題
や
赤
族
関
係
、
福
祉

の
事
情
に
詳
し
い
専
門
家
や
地

方
行
政
に
精
通
し
た
自
治
体
0

B
な
ど
の
力
も
必
要
だ
。
し
か

し
、
現
状
の
J
S
S
C
は
医
師

免
許
を
持
つ
職
員
ら
の
待
遇
が

優
遇
さ
れ
る
た
め
、
精
神
保
健

分
野
以
外
の
多
様
な
人
材
を
確

保
す
る
壁
と
な
っ
て
い
た
。

新
法
案
で
は
、
精
神
・
神
経

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
独
立

し
た
新
組
織
を
国
が
新
た
に
指

定
。
 
J
S
S
C
の
人
員
(
約
幼

△
よ
り
も
増
員
し
、
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
こ
と
に
専
門
の
担
当
者

を
置
く
こ
と
な
ど
を
想
定
し
て

い
る
。
新
組
織
の
運
営
に
必
要

な
費
用
は
国
が
負
担
し
、
管
理

監
督
も
国
が
直
接
行
う
と
し
て

い
る
。

自
殺
対
策
に
取
り
組
む
N
P

0
法
人
ラ
イ
フ
り
ン
ク
の
清
水

康
之
代
表
は
「
早
急
に
新
組
織

を
発
足
さ
せ
効
果
的
な
自
殺

対
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要

だ
」
と
話
し
て
い
る
。

員
制

人
体

、
自
殺
対
策
を
担
う
組
織

1

現
状
で
も
、
自
殺
対
策
基
本

法
で
、
国
と
自
治
体
が
協
力
し

て
対
策
に
あ
た
る
責
務
な
ど
を

定
め
て
い
る
。
た
だ
、
基
本
法

で
は
具
体
的
な
対
策
を
実
施
す

る
組
織
は
規
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
こ
れ
ま
で
は
国
立
精
神
・

神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
(
東

京
都
小
平
市
)
内
に
設
置
さ
れ

た
自
殺
総
合
対
策
推
進
セ
ン

タ
ー
(
J
S
S
C
)
」
が
、
各

地
の
自
殺
に
つ
い
て
年
齢
や
職

業
な
ど
の
傾
向
を
分
析
し
、
自

治
体
に
提
供
す
る
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
き
た
。

3

2

現状
自殺総合対策
推進センター

国立精神・神経医
療研究センターの
一部門として設置

20人程度

東京都小平市

精神保健分野の人
材が中心

IHE YOMIURISHIMBUN

新組織
(イメージ)

自殺対策の専門組織
として独立した法人

現状より増員

東京都心部

家族・労働問題専門
家や、自治体OBらの
採用も強化

規模

拠点

言貴壹桑斤聞
2019年(平成31年)

3,25。月脚

(万人)
4

、自殺者の推移
※2018年は速報値
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一 

自
殺
対
策
の
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
実
施
に
資
す
る
た
め
の
調
査
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
活
用
等
の
推
進
に
関
す
る
法

律
（
案
） 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
自
殺
対
策
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
五
号
）
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
自
殺
対
策
の
総
合
的

か
つ
効
果
的
な
実
施
に
資
す
る
た
め
の
調
査
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
活
用
等
の
推
進
に
関
し
、
基
本
方
針
を
定
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
た
め
の
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
指
定
調
査
研
究
等
法
人
の
指
定
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
自

殺
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
調
査
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
活
用
等
の
基
本
方
針
） 

第
二
条 

自
殺
対
策
の
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
実
施
に
資
す
る
た
め
に
自
殺
対
策
基
本
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行

わ
れ
る
自
殺
の
実
態
、
自
殺
の
防
止
、
自
殺
者
の
親
族
等
の
支
援
の
在
り
方
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
自
殺
対
策
の
在
り
方
、

自
殺
対
策
の
実
施
の
状
況
等
又
は
心
の
健
康
の
保
持
増
進
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
及
び
検
証
並
び
に
そ
の
成
果
の
活
用
並
び

に
自
殺
対
策
に
つ
い
て
の
先
進
的
な
取
組
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
（
以
下
「
調
査
研
究
及

び
そ
の
成
果
の
活
用
等
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。 
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二 

一 

自
殺
対
策
が
生
き
る
こ
と
の
包
括
的
な
支
援
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
こ
れ
を
必
要
と
す
る

者
が
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
適
切
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
適
切
な
役
割
分
担
及
び
相
互
の
協
力
の
下
、
総
合
的
か
つ
確
実
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
。 

二 

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
自
殺
対
策
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
が
計
画
的
か
つ
継
続
的
に
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
が
各

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
適
切
に
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
を
反
映
し
た
実
践
的
か
つ
効
果
的

な
自
殺
対
策
に
つ
な
が
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

三 

自
殺
対
策
と
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
労
働
そ
の
他
の
関
連
施
策
と
の
有
機
的
な
連
携
に
つ
い
て
十
分
な
配
慮
が

な
さ
れ
た
も
の
と
な
る
こ
と
。 

四 

国
の
関
係
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
、
指
定
調
査
研
究
等
法
人
（
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
調
査
研
究
等
法

人
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
自
殺
対
策
に
係
る
活
動
を
行
う
民
間
の
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
の
相
互
の
密
接

な
連
携
の
下
、
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
。 

五 

自
殺
対
策
の
実
施
の
状
況
及
び
そ
の
効
果
に
関
す
る
総
合
的
か
つ
定
期
的
な
検
証
が
行
わ
れ
、
自
殺
対
策
の
策
定
及
び

実
施
に
当
た
り
そ
の
結
果
の
適
切
な
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
。 



  

三 

六 

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
適
正
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
。 

七 
調
査
研
究
が
最
新
の
科
学
的
な
知
見
を
踏
ま
え
た
専
門
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
そ
の
水
準
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
調
査
研
究
に
関
す
る
国
際
的
な
連
携
の
確
保
及
び
国
際
協
力
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
。 

（
調
査
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
活
用
等
を
行
う
た
め
の
体
制
の
整
備
） 

第
三
条 

国
は
、
前
条
に
定
め
る
基
本
方
針
（
次
項
及
び
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
調

査
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
活
用
等
を
行
う
た
め
、
そ
の
体
制
の
整
備
に
関
し
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
調
査
研
究

等
法
人
の
指
定
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
調
査
研
究
等
法
人
の
業
務
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
行
わ
れ
る
た
め
の
環
境
の
整
備 

二 

地
方
公
共
団
体
、
指
定
調
査
研
究
等
法
人
、
自
殺
対
策
に
係
る
活
動
を
行
う
民
間
の
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
連
携

協
力
体
制
の
整
備 

三 

調
査
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
活
用
等
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
の
確
保
の
た
め
の
措
置 

四 

調
査
研
究
に
関
す
る
国
際
的
な
連
携
の
確
保
及
び
国
際
協
力
の
推
進
の
た
め
の
措
置 

五 

地
方
公
共
団
体
が
次
項
の
規
定
に
よ
り
講
ず
る
措
置
に
対
す
る
支
援 



 

四 

２ 

地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
調
査
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
活
用
等
を
行
う
た
め
、
そ
の
体
制
の
整
備
に
関
し
、

そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
地
域
に
お
け
る
調
査
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
活
用
等
を
行
う
た
め
の
拠
点
の
整
備
、
指
定
調
査

研
究
等
法
人
、
他
の
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
連
携
協
力
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。 

（
指
定
調
査
研
究
等
法
人
の
指
定
等
） 

第
四
条 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
で
あ
っ
て
、
次
条
に
規
定
す
る
業
務
（
以
下
「
調
査
研
究

等
業
務
」
と
い
う
。
）
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
全
国
を
通

じ
て
一
個
に
限
り
、
指
定
調
査
研
究
等
法
人
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定
を
受
け
た
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
調
査
研
究
等
法
人
は
、
そ
の
名
称
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な



  

五 

い
。 

（
指
定
調
査
研
究
等
法
人
の
業
務
） 

第
五
条 
指
定
調
査
研
究
等
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

自
殺
の
実
態
、
自
殺
の
防
止
、
自
殺
者
の
親
族
等
の
支
援
の
在
り
方
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
自
殺
対
策
の
在
り
方
、

自
殺
対
策
の
実
施
の
状
況
等
又
は
心
の
健
康
の
保
持
増
進
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
及
び
検
証
を
行
い
、
並
び
に
そ
の
成
果

を
提
供
し
、
及
び
そ
の
成
果
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
。 

二 

前
号
に
規
定
す
る
調
査
研
究
及
び
検
証
を
行
う
者
に
対
し
て
助
成
を
行
う
こ
と
。 

三 

自
殺
対
策
に
つ
い
て
、
先
進
的
な
取
組
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
を
行
う
こ
と
。 

四 

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
自
殺
対
策
の
策
定
及
び
実
施
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行

う
こ
と
。 

五 

自
殺
対
策
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
職
員
、
自
殺
対
策
に
係
る
活
動
を
行
う
民
間
の
団
体
の
職
員
そ
の
他
の
関
係

者
に
対
す
る
研
修
を
行
う
こ
と
。 

六 

前
各
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。 



 

六 

（
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
） 

第
六
条 

指
定
調
査
研
究
等
法
人
は
、
地
方
公
共
団
体
の
自
殺
対
策
に
係
る
調
査
研
究
等
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の

円
滑
か
つ
効
果
的
な
実
施
を
図
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
秘
密
保
持
義
務
） 

第
七
条 

指
定
調
査
研
究
等
法
人
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
な
く
、
調
査
研
究

等
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
事
業
計
画
等
） 

第
八
条 

指
定
調
査
研
究
等
法
人
は
、
毎
事
業
年
度
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予

算
書
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
事
業
計
画
書
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
か
つ
、
自
殺
総
合
対
策
大
綱
（
自
殺
対
策
基
本
法
第
十
二
条
に
規
定
す

る
自
殺
総
合
対
策
大
綱
を
い
う
。
）
の
内
容
を
踏
ま
え
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
調
査
研
究
等
法
人
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
事
業
年
度
終
了
後
、
事
業
報
告
書
及
び
収
支

決
算
書
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



  

七 

（
報
告
及
び
立
入
検
査
） 

第
九
条 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
調
査
研
究
等
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
指
定
調
査
研

究
等
法
人
に
対
し
、
調
査
研
究
等
業
務
に
関
し
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
さ
せ
、
又
は
当
該
職
員
に
、
指
定
調
査
研
究

等
法
人
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
業
務
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に

質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き

は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
改
善
命
令
） 

第
十
条 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
調
査
研
究
等
法
人
の
調
査
研
究
等
業
務
の
運
営
に
関
し
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
指
定
調
査
研
究
等
法
人
に
対
し
、
そ
の
改
善
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
指
定
の
取
消
し
） 

第
十
一
条 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
調
査
研
究
等
法
人
が
前
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取



 

八 

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
情
報
提
供
そ
の
他
の
配
慮
） 

第
十
二
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
指
定
調
査
研
究
等
法
人
に
対
し
て
、
調
査
研
究
等
業
務
の
適
確
な
実
施
に
必
要
な
情

報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
交
付
金
） 

第
十
三
条 

国
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
指
定
調
査
研
究
等
法
人
に
対
し
、
調
査
研
究
等
業
務
に
要
す
る
費
用
の
全
部

又
は
一
部
に
相
当
す
る
金
額
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
） 

第
十
四
条 

第
四
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
調
査
研
究
等
法
人
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
。 

（
罰
則
） 

第
十
五
条 

第
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 



  

九 

第
十
六
条 

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
資
料
を
提
出
せ
ず
、
若
し
く
は
同
項
の
報
告
若
し
く
は

資
料
の
提
出
に
つ
い
て
虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く
は
虚
偽
の
資
料
を
提
出
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、

妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た

と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
調
査
研
究
等
法
人
の
役
員
又
は
職
員
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

２ 

指
定
調
査
研
究
等
法
人
の
役
員
又
は
職
員
が
指
定
調
査
研
究
等
法
人
の
業
務
に
関
し
て
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、

行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
指
定
調
査
研
究
等
法
人
に
対
し
て
も
、
同
項
の
刑
を
科
す
る
。 

附 

則 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。 



  

一
一 

理 

由 
自
殺
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
自
殺
対
策
の
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
実
施
に
資
す
る
た
め
の
調
査
研
究
及
び
そ
の

成
果
の
活
用
等
の
推
進
に
関
し
、
基
本
方
針
を
定
め
る
と
と
も
に
、
当
該
調
査
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
活
用
等
を
行
う
た
め
の

体
制
の
整
備
に
つ
い
て
指
定
調
査
研
究
等
法
人
の
指
定
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案

を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 



 

自
殺
対
策
の
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
実
施
に
資
す
る
た
め
の
調
査
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
活
用
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
参
照
条
文 

 

○
自
殺
対
策
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
五
号
）（
抄
） 

（
調
査
研
究
等
の
推
進
及
び
体
制
の
整
備
） 

第
十
五
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
自
殺
対
策
の
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
実
施
に
資
す
る
た
め
、
自
殺
の
実
態
、
自
殺
の
防
止
、
自
殺

者
の
親
族
等
の
支
援
の
在
り
方
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
自
殺
対
策
の
在
り
方
、
自
殺
対
策
の
実
施
の
状
況
等
又
は
心
の
健
康
の
保
持
増

進
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
及
び
検
証
並
び
に
そ
の
成
果
の
活
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
殺
対
策
に
つ
い
て
、
先
進
的
な
取
組
に
関
す

る
情
報
そ
の
他
の
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
前
項
の
施
策
の
効
率
的
か
つ
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
。 
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